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SQL Server 2005 自習書シリーズ
Access からの移行

0.環境選定
Access プロジェクトを利用したアップサイジング/移行

はじめに

この自習書では、Access に標準装備されている Access プロジェクトを利用した、SQL Server 2005 へのアップサイジング、および移行について学習します。

この自習書を終えると、御社にとって最適な OS と データベースを選定することができます。
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	0.環境選定

	

	この章では、Access 2003 からSQL Server 2005 へのアップサイジング/移行方法のために必要な環境選定を紹介します。ここでは次の内容を学習します。

・環境に応じた OS と データベースについて
	


0.1 環境に応じて最適なOSとデータベースを選択しよう
ひとくちにAccess、SQL Serverといっても、バージョンやエディションの違いで実はいろいろな組合せがあります。では、どのようなOSとデータベースを選べばよいのでしょうか、御社の環境に応じたOSとデータベースの最適な組み合わせを、具体的に解説します。
0.2 OS の種類について
Windows には、作業環境に合わせてさまざまな OS が用意されています。

OS には、大きく分けてクライアント専用と、サーバー専用があります。

■クライアント OS

クライアント (デスクトップ PC やノート PC ) にインストールする OS は、
・Microsoft Windows XP Professional Edition

・Microsoft Windows XP Home Edition

の2種類が用意されています。

Microsoft Windows XP は Professional Edition を中心として開発されており、Home Edition は Professional Edition から一部の機能を除いたものとなっています。
具体的にはユーザー インターフェースやヘルプとサポートに関しては、機能的な違いが若干ありますが、同一のインターフェースを持っています。

また、ブロードバンド環境に対して、リアルタイム コミュニケーション機能やデジタル メディア サポートについても、Windows XP のメイン機能として、共通の使用になっています。
Professional Edition のみの機能としては、
・オフライン ファイルおよびフォルダをサポート
・リモート デスクトップの接続先クライアントになります
・暗号化ファイル システムのサポート
・選択したファイルやフォルダへのアクセス コントロールが可能
・Windows Server System の提供する Active Directoryドメインに参加することが可能
を挙げることができます。
具体的には、下記のページにアクセスしてご確認ください。
http://www.microsoft.com/japan/windowsxp/pro/howtobuy/choosing2.mspx
■サーバー OS

サーバーにインストールする OS は、

・Windows Server 2003, Datacenter Edition
・Windows Server 2003, Enterprise Edition
・Windows Server 2003, Standard Edition
・Windows Server 2003, Web Edition
・Windows Small Business Server 2003
の5種類が用意されています。

使用目的や規模に応じて使用するサーバーの内容が変わってきます。
まず、Windows Server 2003, Datacenter Edition と Windows Server 2003, Enterprise Edition は、Windows Server としての最上位に位置づけられているサーバーOSです。

大規模な処理を要求される場合や、24時間365日止まってはならない業務に使用される OS であり、高い信頼性を持つサーバーにインストールされる OS です。
Windows Server 2003, Standard Edition は標準的な使用に対応するサーバー OS で、部門サーバーとしての使用や、中小企業向けのサーバーに使用される OS として広く使われています。
Windows Server 2003, Web Edition は Web サービスやホスティングに適したサーバーです。
Windows Small Business Server 2003 は 小規模企業が最初に導入するのに適したサーバーです。ただし、現在のバージョンの SQL Server は 2000 ですので、SQL Server 2005 を導入する際には、Windows Server 2003, Standard Edition を導入されるのが、一般的です。
0.3 データベースの種類について
Microsoft 社の提供するデータベースは、
・Access (Jetデータベース)
・SQL Server 2005 Express Edition
・SQL Server 2005 Workgroup Edition
・SQL Server 2005 Standard Edition
・SQL Server 2005 Enterprise Edition
・SQL Server 2005 Developer Edition
の6種類が用意されています。

Access に付属のデータベースが Jet データベースです。基本的にはスタンドアロン(1台)で利用することを目的としたデータベースで、簡易なデータベース開発に利用するのに最も適したデータベースです。
SQL Server 2005 Express Edition は SQL Server 2005 のローエンド バージョンとして位置付けられています。無償でダウンロードでき、自由に再頒布が可能です。 Management Studio が付属しないので、基本的にはエンドユーザー向けではなく、SQL Server 2005 を良く知る開発者向けのデータベースとして位置づけられています。
SQL Server 2005 Workgroup Edition は2名～5名くらいの小規模なシステムに最適化されたエディションです。 Windows XP Professional や各種サーバー OS にインストールが可能で、手軽に SQL Server 2005 を導入することが可能です。低コストで可用性の実現と拡張性を提供します。
SQL Server 2005 Standard Edition は、6名以上の中規模の企業や部門のシステムに最適な SQL Server です。高い可用性とパフォーマンスを低コストで実現することができます。高いセキュリティや信頼性を希望されるのであれば、このエディションが最適な選択となります。
SQL Server 2005 Enterprise Edition は、SQL Server 2005 の最上位のエディションとして位置付けられています。各種データ分析機能や高可用性のためのすべての機能が搭載され、高い拡張性を提供します。不特定多数がアクセスするような大規模なデータベース システムや、24時間365日稼動するような業務に使用すべきデータベース システムです。

各エディションの違いの詳細については、下記のページをご参照ください。
http://www.microsoft.com/japan/sql/prodinfo/features/compare-features.mspx
0.4 Access アップサイジングにお勧めの環境
Accessからのアップサイジングを行いたい、しかしそのとき最初に問題となるのはサーバーの設置に関する問題ではないでしょうか。SQL Server 2005 にアップサイジングすることは、ただ単にソフトをグレードアップすることではありません。サーバー用のソフトやハードを揃えることはもちろん、それに伴うバックアップやユーザーの管理など、専門的な知識の必要性が発生してくるのです。しかし、そこまで考えるのはプロの領域であり、インフラ整備は専門の会社に頼むなど、次の課題でよいと思います。

まずはご自身でのアップサイジングを考えであれば、とりあえずSQL Server 2005 のみを購入し、今使用のパソコンでテスト環境を構築してみるのも１つの手です。OS は Windows XP Professional （Home Edition では動きません）で大丈夫です。Accessユーザーにとっては、サーバーでの本稼動前にクライアント環境で評価することできることが、今回のバージョンアップの最大のメリットではないでしょうか。

特にその中でも、SQL Server 2005 Workgroup Edition は初めてアップサイジングを考えられているユーザーには最適です。 Standard Edition より安価で、機能は遜色なく、少人数で利用する場合に適しています。ご自身でつくられた Access ファイルを複数人数で使用したい、もう少し安定的に活用したいというご要望であれば、SQL Server 2005 Workgroup Editionが最適です。

以前は、SQL Server 2005 はサーバー OS 上でしか動きませんでした。その中にあって、唯一例外的にクライアントOS上で動いたのが SQL Server 2000 Workgroup Editionです。 Access ユーザーが SQL Server を利用しやすく、アップサイジングに適したバージョンとして、2005年の5月に発売されました。 Workgroup Edition は SQL Server 2005 にバージョンアップしも、そのコンセプトを保っています。クライアント環境でテスト評価を実施し、サーバー環境での構築へ移行という段階的なアップサイジングが可能です。
0.5 本格的なクライアント サーバー システムの構築
単体で Access と SQL Server との接続ができました。その後、使用人数も増え、全社的な基幹システムへ移行する話に発展した場合には、既存システムを生かしつつ SQL Server 2005 Standard Edition もしくは SQL Server 2005 Enterprise Edition を導入して、本格的なクライアント サーバー システムに移行することができます。単純にStandard EditionとEnterprise Edition の違いは、その使用人数の規模と考えればほぼ間違いありません。後はインフラの整備を行い設定すればシステムをステップ アップさせることができます。
0.6 SQL Server 2005 Workgroup Edition を利用した裏技
本格的なクライアント サーバー システムに移行が済んだ場合、SQL Server 2005 Workgroup Edition が無駄になると思われるかもしれませんが、これをバックアップに使用するという面白い活用方法があります。

サーバー機は通常堅牢にできていて、ハードそのものが故障することは少な、また仮に故障した場合でもデータをバックアップする方法がいくつかあり、リスクを回避できるようになっています。しかしながら、バックアップができているというだけで果たして大丈夫なのでしょうか。

サーバー機は、ハードディスクの中のデータをバックアップする機能は充実しているのですが、機械そのものが壊れたとき、即座に業務を続ける方法がありません。当然ですが、社内に１台しかないサーバーが壊れた場合、データを取り出し稼動させるには、それを修理するか、新しいサーバーを買うしかないのです。これはよくある話で、これによって、実際にその日の業務に支障をきたしたという例は、多く見受けられます。

ハードディスクを取り出して、別のパソコンに移植するという方法もありますが、ある程度の知識が必要ですし、移植先のパソコンとハードディスクの種類が同じでないと行えません（同じメーカーでも違う部品を使っています）

このような場合、クライアント パソコンにSQL Server 2005 Workgroup Editionをインストールしておき、メインのデータベースと同期をとるように設定しておけば、仮にサーバーが故障してもそのクライアント パソコンで作業を続けることができます。

これが可能になる理由は、Windows XP Professional 上でSQL Server 2005 Workgroup Editionを稼動させることができるからなのです、もちろん前述のとおり SQL Server 2005 になってからは、他のバージョンでも可能になったのですが、金額や規模を考えればSQL Server 2005 Workgroup Editionがベストの選択だとがいえるのではないでしょうか。
この文章に含まれる情報は、公表の日付の時点での Microsoft Corporation の考え方を表しています。市場の変化に応える必要があるため、Microsoft は記載されている内容を約束しているわけではありません。この文書の内容は印刷後も正しいとは保障できません。この文章は情報の提供のみを目的としています。
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